
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

 かりいほ便り 

令和２年１１月２０日 

 第２１号  

運動会自体の中止も考えましたが,10 月 21 日に行

われました。コロナの中で保護者の参加が中止と

なり、いつも通りにはできませんでした。利用者

のみの個人戦で各競技に挑みました。体力、知力

を思う存分ふるい、時にはパフォーマンス（お笑

いうけねらい）で頑張った人もいました。種目は

パン食い競争、ペットボトルボーリング、輪投

げ、玉入れ、新聞紙とカレンダーで作ったフリス

ビー飛ばし、カルタに万歩計 100回当て（100回

振って渡す）。万歩計は 110回以上は 0点になる

というルールでやりました。7種目総得点が良か

った 7人には夜の BBQの大盛り券や一品増える券

がもらえました。お昼はお弁当のほか豚汁、焼き

芋、ポップコーンとお腹いっぱいで、楽しい運動

会となりました。夜は恒例の BBQへとなったこと

は言うまでもありません。夜は少し肌寒い日でし

た。日々寒い日が多くなる季節になりました。皆

様が笑顔の暮らしを取り戻す事を願い、かりいほ

のみんなも頑張って過ごしています。 



 

 

日帰り旅行・猪苗代 

 

 かりいほでは、例年夏には宿泊旅行を実施しているところですが、今年はコロナウイル

ス感染拡大の影響により、日帰り旅行に変更しました。感染対策をしつつ、利用者の生活

の質をなるべく落とすことのないよう、熟慮を重ねました。 

８月２５日に２グループに分かれて旅行に行きました。猪苗代湖方面では久しぶりの県

外外出ということで、みんな喜んでいました。 

猪苗代湖では、素足になり水の中に入り軽く水遊びをしました。暑くて天気も良かった

ので「このまま泳ぎたい！」と言う利用者の声も聞かれました。希望者は全員スワンボー

トに乗り、笑顔で汗だくになりながら遠くまで漕ぎました。昼食は湖畔の船着き場の近く

で、スーパーで買ったものを野外で食べました。 

午後は塔のへつりに行きました。凝灰岩が川で浸食された独特の地形を楽しみました。

吊橋は揺れがあり、途中で動きが止まってしまった人もいましたが、ほぼ全員往復できま

した。体力に不安のある人たちは、吊橋からの美しい景色を鑑賞し、足腰の丈夫な人たち

は浸食した部分の細い通路を、足元に気を付けながら渡りました。 

手洗い、建物の中ではマスクをする、食事中距離をとるなど制限がある旅行になってし

まいましたが、コロナ禍で数少ない旅行ができて良かったと思います。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日本社会事業大学から相談援助実習生を受けいれました。 

社会福祉士の資格取得の為に９月１１日から１０月６日に江藏瀬里香さん、小川沙織さ

んの２名、１０月６日から１０月３１日に林さおりさんの１名が、かりいほで実習を行い

ました。かりいほとしても実習生を受け入れたことで、新たな視点に気付いたり、見直さ

なければならないこともあると感じされられ、支援を見直す良い機会にもなりました。 

福祉援助学科３年 江藏瀬里香 

 

利用者様と一緒に作業や、日々の生

活を共にする中で、「障害」という

一言では語ることのできない、その

人の特徴、傾向を知りました。1人ひ

とりを理解し、関係を築くことの難

しさや、適切な声かけについてな

ど、職員の方々の対応から多くを学

ばせていただきました。 

福祉援助学科３年 小川沙織 

 

利用者さんの生きにくさを知り、利用

者の生活を支える職員の方々から支援

方法を学ぶことができました。学校で

教わってきたアセスメントや支援計

画、支援の連携の本当の意味が利用者

さんや職員の方々と共に過ごし、活動

を行う中で見えてきました。 

援助学科３年 林さおり 

 

利用者の方一人ひとりの特性を理解し

ていく中で関係を築くことの難しさ、

その人に合った支援をしていくことの

大切さを学びました。また連携の場に

もたくさん訪問させていただいたこと

から、相手を理解することも大切です

が、自己覚知をしっかりと行うこと

で、より一層相手との良い関係を築く

ことができることに気付かされまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wixsite.com/home 

現在かりいほでは毎月避難訓練をおこなっています。また定期的に職員の

消防署への通報訓練や、職員、利用者による消火器訓練を実施していま

す。災害は起こさない、起きないことが第一ですが、万が一の際にはスム

ーズに避難や初期対応ができるように訓練することが大事です。利用者の

皆様も協力的に行動してくれています。 

防災訓練 

日曜日の余暇活動 

日曜日は余暇活動の日です。散歩と運動公園でスポーツする組にわかれて、活動

しています。また、地域から創作ボランティアの方が来園し、クラフトやカゴづ

くり、ぬり絵、マスク作りなどをすることもあります。木曜日の買い物と並び、

利用者の皆様が楽しみにしているのが日曜日の余暇活動です。 


